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  採る 獲る 捕る 
 
 
ワラビの採り⽅ 
 
 そしてね、こっち⽅の⼈たち、ワラビ採っときぃ、三⼗センチだら三⼗センチの⾼さで採るわけね。
ほいつね、おらたぢは、⻑（なんげ）のはこんな⻑（なんげ）く採るわけさ。短けのはこゆぐ採るわけ
ね。だら、ジグダグ、うんどあんのさぁ。「升沢から⾊⿇まで⻑（なんげ）く採っでくるぅ」って怒（お
ご）らったんだ。それからはぁ、やっぱりぃ、すっかりは揃わねぇけっどぉ、あんまりぃ、うっんど⻑
（なんげ）くも採んねぇし、この位だらこのぐらいに。 
（『升沢にくらす』p.246） 
 
 
⿂とくらす 
 
 おれ、野郎（やろ）っこのころから、⿂捕り好ぎだったのね。⼆股になってる川や沢の⼀⽅⽌めて、
⽔⼲して、してヤスで突いで捕ったの。けっこう捕れたのね。むかし、⼤っきぃんだとね、⼀貫⽬ある
マスが来でたのしゃ。それ捕り⽅は、⾯⽩（おもしぇ）くて捕ってぁったんだ。 
⿂ぁ好ぎだったんだよね。 
 で、こごの沢⽔あるもんだから、ニジマスっつの、かなり⼤っきぐなるっつの聞いったもんだから、
「どのくれぇ⼤っきぐなんのかなぁ」って、池作（つぐ）って飼っでみたのしゃ。飼っでみだどこ、百
グラムの稚⿂が⼀年で⼆キロんなっだね。それからだんだん、⿂増やしで、して釣り掘始まったのさ。
で釣り堀しだら、けっこういっぱい売れっから、養殖場から買ってきて売ったの。⼗年くれぇ。 
 このあたり、炭焼きやパルプ材伐りが下⽕できた時、⼭のスギ植えで⼭仕事しだ、みな共同で。そん
時考えたんだ、「おれ、釣り掘しだ⽅がいい」って。で、その団体から抜けで、個⼈事業、釣り堀専業始
まった。あど、あんまり⿂売れなくなっと、吉⽥財産区から⼟地借りて、池作って、養殖始まったんだ。 
 苦労したっつのは、やっぱり台⾵ん時、⽔増えで、ごみ流ってきてぇ、そのごみ除けっのに、夜でも
昼でも付いてねくてね。三⼗分でも池に新しい⽔⼊れねぇと、⿂死ぬんだっちゃ、全滅。もう１トン位、
殺したこともあっけど。付いてねくたって、三⼗分おきに池に⾏かなくてねぇわけさ。⾏っだり来だり
しで、寝らんねぇからね、⼀晩。それが⼀番、苦労でねぇべかな。 
（『升沢にくらす』p.297） 
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ホヤとヤマドリ 
 
 おらは、なんぼ、⾼等科卒業すっと、そうゆ、悪戯はしったんだ。あのね、村⽥銃つ、筒の⻑いやつ
ね、単発のやつ。そいづさほれ、鉛の散弾詰めで。 
 じきぃ、うちの前（めぇ）にね、こゆ太いクリの⽊あったんですよ。ちょうどね、雪（ゆぎ）降って、
⼀⽉、ほの⽊さホヤ（ヤドリギ）つぐわけね。そいづさ実ぃなるわけね。そいづ、ほれ、ヤマドリが⾷
いに来で、つぐわけ。そして、その太い⽊のね、そばさ雪囲いしで、朝に、ちょうど、ほのぼの明けあ
だり、⿃来んので、そごで隠れて待ってるわけっしゃ、全部⽀度（しだく）、寒ぐねぇようにしで。 
 お正⽉の⼋⽇（ようか）の晩に、お精進上げっつのするんですよ。男⼈（おどこひ）たちみな寄って
ね、⼀晩寝ねぇで、花札だのね。寝ねぇでっから、朝早くそごさ⾏っては、あと、⿃獲りしでね。 
 ヤマドリっつうのね、歩ってくんです、ポッポッポッてね、ほごの⽊の側（そば）まで。そして⾶び
上がんですね。で、⼀回、ホヤさ⼊（へぇ）る⼿前（てめぇ）の枝に、⽌まんですよ、そん時撃（ぶ）
つ。しで、あどほれ、雪の中さ刺さってっからは。（続くヤマドリも）逃げねんだね。だから私、真鍮の
ケース五本持ってって、五⽻、⼀朝にね、獲ってきたの。うん、⼗⼆⽻来だのね。だからもっと弾持っ
てけば、撃（ぶ）つにいがったんだけど、弾無くなっだからねは。 
（『升沢にくらす』p.255） 
 
 
クマを撃って⾃転⾞を 
 
 鉄砲撃（ぶ）ちの⼿柄話って、熊撃（ぶ）った時な。 
 おれ、⼆⼗歳（はだち）ころかなぁ、親⽗にもらった村⽥銃持って、⽝、連（ちぇ）でって、ほれ、
北泉の陰さ来たれば、⽝、⼤っきな声（こい）で、吠え始まったのさな。なんだも⼤っきな声（こい）
で吠えんだな。したら、こいな太っとい⽊の根っこに、野郎（熊）いて、ベローンと出はったんだもな
や。しだっけさぁ、なんだっけ、まっすぐ降りて来たんだ、こんど。こっちぶつかるよにさぁ。 
 野郎（やろ）っこだしさ、おれ。うん、熊撃（ぶ）ったこどもねぇしさは。なんだ、⾸っ⾻（ぽね）
が⼀番いいんだっつでが、⾸っ⾻ためて、撃（ぶ）ったけ、鳴ったんだな。肩鉄砲や。したっけ、前の
⽅潰れたんだやぁ、熊。で沢さまくれでって、ガリガリ噛ぶついで、「アーッ」つど、雪真っ⽩で、体真
っ⿊だっちゃ。⼝は真っ⾚で「アーッ」つで。声（こい）聞ぎたぐねぇから、こんだ⿐っつらさ⼀つお
っつけで。こんだ声出なぐなったわ。んだけっど、動（いご）かねぇんだなぁ、沢だから。しゃあねぇ
から、来たっちゃわ、置いで。 
 種沢さ出はったっけぇ、「やあ、熊撃（ぶ）ってきたわ」っても、みな本気（ほ）にしなくでさぁ。で、
親⽗もさぁ、「なーんだか、持っで来ねぇうぢは、真実（ほん）でねぇど」って。おれの⼩（ちっちゃ）
こい舎弟野郎（しゃでえやろ）どもさ、五⼈で馳しぇえて、引っ張ってきたぉな。親⽗、「この野郎（や
ろ）、おっかなかったべな」つったっけ。 
 なんだも⼤っきい熊で、⾁ばりで⼆⼗四貫、⽪量って、⾻量っと、三⼗九貫なんぼあったな。いやぁ、
野郎ども、うんと⾷ったんだ、熊⾁。おれは熊の胆、⾃転⾞と取替（とっけ）ぇて、やっど⾃転⾞求（も
ど）めたのさ。おれ、野郎（やろ）っこの時だから、うんど欲しいかっだから。うん、最初で最後の熊
だったの。⼿柄話って、ほんなぐらいなもんだなぁ。 
（『升沢にくらす』p.259） 
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ウサギヤマ 
 
 鉄砲撃ちは、峰に、⾒えるとっさ⾏って、好塩梅（いあんべえ）間隔で⽴っでるわけしゃ。ほいづ、
下から勢⼦（しぇご）が、好塩梅（いあんべぇ）並んで、みんなして「ほーう、ほぅ」って騒いで、ウ
サギ追（ぼ）ってぐわけしゃ。「ほーう、ほぅ」つっだり、「ほうりゃー、ほうりゃー」つっだり。すと
ほれぇ、ウサギ豊富（ふだ）だったから、馳しぇでいぐの、⾒ぃるわけさ。「ほら⾏っだどぉー、⾏っだ
どぉー」なんていうの、あいづ、ダダーン、ダダーンど撃（ぶ）って。 
 ほれぇ、勢⼦（しぇご）ぉ、追（ぼ）ってよごすの、ウサギもボンボン馳しぇでくっかぁしゃあ。峰
っこさ⾏って⽴ってでや、ウサギ馳しぇできだのやぁ。こう、峰っこ、ボーンと越えでくとこ、陰ぇ⾒
えねぇのしゃ、ほれ、崖で。跳ねあがってきだん、ためて撃（ぶ）ったの、死んだか当だったか、分が
んねぇのさは。で⾏っでみたっけ、当だって死んでたんだっけや。あいづなんか、よぐ当だったなぁと
思って。頼まれでは⾏がんねぇ。ほゆの⾯⽩（おもしぇ）えがら⾏ぐんだ。 
 むかし、うぢの前（めえ）あだりだって、雪降っと、ウサギの歩った跡、いっぺぇ、つかっかったも
ん。つかんねかったっちゃ、今は。⽣ぎ物少（すぐ）ねくなって、はっぱり⾯⽩（おもしぇ）ぐねくな
ったから、鉄砲⽌めたのしゃは。 
（『升沢にくらす』p.264） 
 
 
 
 
 
 
 
⼭でよし川でよし 
 
 旦那は、⾟抱しだ⼈なんだよぉ、この⼈。うん、家思いの⼈でね。親思いで。この⼈ぐれぇだべよぉ。
⼆⼗九の歳まで実家を助（す）けたっつの。 
 まぁずほんとに、なんでも⼭は好ぎ。鉄砲はしねかったけど、なぁんでも好ぎなの。⿂捕りも好ぎだ
し、⼭の⼭菜採りは好ぎだし、なぁんでも趣味あった。ああ、⿂捕りは好ぎだぁ、好ぎだ。釣りも、網
打（ぶ）ちも。あれ、にわか⾬降っちゃ？ ああ、網たがってね、川さ駈（はし）ぇでくんだった。ま
た捕れんだもんね。 
 で、てぇげぇの物、⾃分で何ぃでも作（つぐ）ったの。ご飯炊ぐ釜の台だり、鍋の蓋だり。まぁず、
ほゆのは好ぎだった。 
 うん、⼭案内もしだよぉ。⼭菜採りでもいいし、川さ⾏ぐのでもいいし。仕事休んでまで案内したん
だぉん、川でよし⼭でよし。だから、⼭さ嫁（い）っで、なんもなんねぇうぢ、「働（はだら）いで⾷べ
ねけねぇもの、そんなにしでたら駄⽬だべっちゃあ」なんつったけども、やっぱり⼈を助ければ、恵み、
巡り会いあっでね、ほんなに苦労ど思わねかったね。誰かれ訪ねるの、順繰りに、つぎあいつぎあいっ
て⼝伝えでいってね。うん、にぎやかだったね、⽇曜つうとは、まぁず⼀⽇。毎週、誰か彼かね。飲む
⼈だったから、何時（いづ）でぇもいんだぉん、酒は。んだけっどほら、あのなんつぅの、酒癖悪い⼈
いっちゃ？ その⼈と仲間（なかば）るのは嫌（や）んだ⼈だったの。 
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 んだからあれだっちゃ、亡ぐなった時なんか、えらーい⼈だったんださぁ。まぁず、ほゆう⼈だった
はねゃ。 
（『升沢にくらす』p.275） 
 
縄のない⽅ 炭スゴの編み⽅ 
 
 嫁⼊前にこごさ来たこと、全然（じぇんじぇん）、私はねぇの、はしめてなの。嫁⼊は、トラックだっ
たんだから、おれは。トラックの運転席で、「どこまで⾏ったら家あんの」どって、泣ぁいだ。 
 ⼭さぁって苦労は、⽊ぃ背負いね。やっぱり家にいだとき、⽊ぃ背負いなんかしねぇっちゃ。炭背負
いだとか。あと、縄ない、すご編み。縄なうって、ないよう分がんねぇから、おれ、うっんど撚りかげ
て、なってしもからは、拡（ひしょ）げだとぎ、クリクリーンと⼋の字になるわけ。スゴ編みも知ゃあ
ねぇから、ほれ、こうカヤ、こっち側さ出だごったらぁ、こう、すぐに折るわけ、おらだちは。ほいづ、
こっち⽅（ほ）の⼈たち、こゆふに⼆度折って、⾓っこ付けんの。ほしでこんど、こっちはこいづが、
うんど詰まっては。みんなが、⾓を付けっからぁ、⼤っきいわけっさ。⾓付けねぇでそのまま折るから
ぁ、ちゃっこいわけっさ。 
（『升沢にくらす』p.246） 
 


